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社
会
の
本
質
的
な
変
化
は 

素
材
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る

︱
︱
　
日
覺
社
長
は
常
々
「
素
材
に
は
社

会
を
変
え
る
力
が
あ
る
」
と
言
い
続
け
て

い
ま
す
。
そ
の
真
意
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

日
覺　
素
材
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
社

会
に
本
質
的
な
変
化
が
起
き
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
例
え
ば
、
炭
素
繊
維
を
一
次
構

造
材
に
使
用
し
た
飛
行
機
は
、
従
来
の
飛

行
機
と
は
異
な
る
も
の
で
す
。
炭
素
繊
維

で
軽
量
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
燃
料
費
が
安

く
な
り
、
航
続
距
離
も
伸
び
ま
し
た
。
で

も
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鉄
と
違

っ
て
錆
び
な
い
た
め
、
機
内
の
湿
度
を
地

上
と
同
じ
く
ら
い
に
高
く
保
つ
こ
と
が
で

き
、
ま
た
金
属
よ
り
、
は
る
か
に
強
度
が

高
い
の
で
機
内
圧
を
従
来
材
よ
り
高
い
、

富
士
山
の
５
合
目
程
度
に
設
定
で
き
る
。

そ
の
た
め
乗
客
は
快
適
に
旅
が
で
き
る
。

こ
れ
も
素
材
の
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

Ａ
Ｉ
に
は
高
速
の
演
算
素
子
が
必
要
で

す
。
私
が
大
学
院
で
シ
ス
テ
ム
工
学
を
勉

強
し
て
い
た
時
代
は
、
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
設
置
す
る
に
は
広
い
ス
ペ
ー
ス
が

必
要
で
し
た
。
し
か
し
そ
れ
が
今
で
は
チ

ッ
プ
に
収
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
素
材

の
開
発
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

長
期
的
視
点
で
開
発
す
る
の
が

素
材
企
業
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

日覺昭葊
東レ社長

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
に
よ
り
、産
業
構
造
が
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
変
化
を
支
え

て
い
る
の
が
素
材
産
業
だ
。
も
と
も
と
日
本
の
素
材
産
業
の
技
術
力
は
世
界
的
に
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ

を
維
持
す
る
に
は
、長
期
的
視
点
と
忍
耐
強
い
研
究
開
発
が
必
要
で
、そ
の
中
か
ら
炭
素
繊
維
と
い
っ
た
素
材
も
生
ま
れ
て

き
た
。「
素
材
に
は
社
会
を
変
え
る
力
が
あ
る
」と
語
る
東
レ
の
日
覺
昭
葊
社
長
に
、素
材
メ
ー
カ
ー
の
矜
持
を
聞
い
た
。



以前は「鉄は産業の米」という言葉をよく聞いた。建造物からクルマ、
電化製品まで、あらゆるところに鉄が使われた。その産業の米を日本国
内で大量生産することで、戦後日本は高度成長を成し遂げた。また日本
の半導体産業を支えたのは、世界トップのシリコンウエハーの生産能力
だった。今では日の丸半導体は勢いを失ったが、それでもウエハー生産
では日本企業がトップを占める。さらには世界中の飛行機に採用される
ようになった炭素繊維は日本のお家芸だ。このように産業を支える素材
産業は、今でも世界をリードし続ける。その強さの秘密に迫った。

イラスト＝のり

特集

素材の底力
〜世界をリードする素材産業〜

15 14│Jul.│2019
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素材のイノベーションが
日本経済をリードする

自
動
車
、電
機
に
続
く 

牽
引
役
は
何
か

　

失
わ
れ
た
30
年
か
ら
な
か
な
か
脱
却
で

き
な
い
日
本
経
済
。
そ
の
た
め
世
界
経
済

に
お
け
る
日
本
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
小
さ
く

な
る
一
方
だ
。

　

そ
の
日
本
経
済
の
現
在
の
牽
引
役
は
自

動
車
産
業
。
現
在
の
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約

５
５
０
兆
円
。
自
動
車
産
業
の
出
荷
額
は

約
60
兆
円
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
１
割
以
上
を
占

め
る
。
自
動
車
関
連
の
就
業
人
口
も
約
５

４
０
万
人
で
、
こ
れ
も
全
就
業
人
口
の
１

割
だ
。
メ
ー
カ
ー
別
に
見
て
も
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
と
日
産
自
動
車
（
日
産
・
ル
ノ
ー

連
合
）
は
、
世
界
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

上
位
３
社
に
そ
ろ
っ
て
入
る
な
ど
、
存
在

感
は
大
き
い
。

　

た
だ
し
、
い
つ
ま
で
も
自
動
車
産
業
が

日
本
経
済
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
。
豊
田
章
男
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
社
長

が
よ
く
言
う
よ
う
に
「
自
動
車
産
業
は
１

０
０
年
に
一
度
の
変
革
期
に
あ
る
」。
そ

の
変
革
は
自
動
運
転
と
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。

　

日
本
国
内
に
は
約
９
千
万
台
の
自
動
車

が
保
有
さ
れ
て
い
る
が
、
稼
働
率
（
あ
る

時
点
で
走
行
中
の
自
動
車
の
割
合
）
は
５

％
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
95
％
は

駐
車
場
に
止
ま
っ
て
い
る
。
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
が
普
及
し
、
保
有
か
ら
利
用
へ
の
流
れ

が
加
速
す
る
と
、
稼
働
率
が
上
が
る
一
方

で
、
自
動
車
の
保
有
台
数
は
間
違
い
な
く

減
少
す
る
。
現
在
世
界
で
は
年
間
１
億
台

の
自
動
車
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
に
よ
り
稼
働
率
が
10
％
に
高

ま
れ
ば
、
単
純
計
算
で
年
間
販
売
台
数
は

半
減
と
な
る
。
自
動
車
産
業
の
出
荷
額
も

半
分
に
な
る
計
算
だ
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
間
も
な
く
完
全

自
動
運
転
の
時
代
が
到
来
す
る
が
、
そ
の

た
め
に
は
世
界
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
が
必
要
だ
。
そ
の
覇
権
を
巡
っ
て
Ｇ
Ａ

Ｆ
Ａ
を
代
表
と
す
る
新
興
企
業
と
、
ト
ヨ

タ
や
ベ
ン
ツ
、
Ｇ
Ｍ
な
ど
の
レ
ガ
シ
ー
な

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
間
で
綱
引
き
が
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
が
ど
う
な
る
か
、

現
段
階
で
は
不
明
だ
が
、
日
本
は
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
で
主
導
権
を
取
る
の
は
厳
し

い
。
し
か
も
完
全
自
動
運
転
に
な
れ
ば
、

自
動
車
の
コ
ス
ト
の
う
ち
、
従
来
の
動
力

や
ボ
デ
ィ
の
占
め
る
比
率
は
ど
ん
ど
ん
小

さ
く
な
っ
て
い
き
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ

ー
が
利
益
を
独
占
す
る
構
図
に
な
る
こ
と

は
、
他
の
産
業
の
例
を
見
て
も
明
ら
か
だ
。

つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
自
動
車
産
業
は
縮
小

に
向
か
う
可
能
性
が
強
い
。

　

で
は
、
こ
れ
か
ら
日
本
経
済
を
支
え
る

の
は
何
か
。
か
つ
て
自
動
車
産
業
と
並
ん

で
牽
引
し
た
電
機
産
業
に
は
も
は
や
そ
の

力
は
な
い
。
か
つ
て
は
世
界
の
８
割
の
生

産
を
誇
っ
た
半
導
体
（
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
）
は
、

今
で
は
国
産
勢
は
姿
を
消
し
た
。
ま
た
圧

倒
的
な
強
さ
を
見
せ
て
い
た
テ
レ
ビ
を
筆

頭
と
す
る
Ａ
Ｖ
家
電
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

進
展
と
と
も
に
主
役
が
交
代
し
、
サ
ム
ス

ン
、
Ｌ
Ｇ
な
ど
の
韓
国
勢
の
前
に
か
す
ん

で
み
え
る
。
１
９
９
０
年
代
に
は
テ
レ
ビ

の
世
界
シ
ェ
ア
の
ト
ッ
プ
３
を
日
本
メ
ー

カ
ー
が
占
め
た
が
、
今
で
は
ソ
ニ
ー
が
５

位
に
入
る
程
度
に
す
ぎ
な
い
。

　

そ
こ
で
注
目
が
集
ま
る
の
が
素
材
産
業

だ
。
10
ペ
ー
ジ
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

日
覺
昭
葊
・
東
レ
社
長
が
語
っ
て
い
る
よ

う
に
、「
素
材
に
は
世
界
を
変
え
る
力
が

あ
る
」。
新
し
い
技
術
、
画
期
的
な
商
品

が
生
ま
れ
る
背
景
に
は
、
必
ず
新
し
い
素

材
の
開
発
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
分
野

に
お
い
て
、
日
本
は
世
界
の
ト
ッ
プ
グ
ル

ー
プ
に
位
置
し
て
い
る
。

　

素
材
と
言
っ
て
も
幅
広
い
。
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
品
な
ど
原
油
由
来
の
化
学
工
業
や

ゴ
ム
、
パ
ル
プ
・
紙
や
ガ
ラ
ス
、
セ
メ
ン

ト
、
窯
業
。
さ
ら
に
は
鉄
鋼
や
非
鉄
金
属

総論
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